
市立福知山市民病院未収金回収業務委託仕様書 

 

１．業務委託名 

市立福知山市民病院未収金回収業務（長期継続契約） 

 

２．業務の目的 

本業務は、民間事業者の技術や経験を活用し、円滑かつ効率的な債権回収を行い、負担

の公平性の確保と未収金残高の縮減を図ることを目的とする。 

 

３．業務期間 

   令和 6 年４月１日から令和９年３月３１日まで 

（１）この契約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の３の規定による長

期継続契約であるため、この契約の締結の日に属する年度の翌年度以降において、当該

契約に係る歳出予算において減額又は削除があった場合は、委託者はこの契約を変更し、

又は解除することができる。 

（２）前号の場合において、委託者は受託者に対して事前に通知し、その場合は、双方協議

するものとする。 

 

４．委託する債権見込額 

   委託予定とする年間の債権見込額 

 （１）市立福知山市民病院      ７，２００，０００円 

 （２）市立福知山市民病院 大江分院 １，０００，０００円 

              合計   ８，２００，０００円 

 

５．業務内容 

 （１）委託する業務については、次のとおりとする。 

   ①文書や電話等による督促等 

   ②居所不明者に係る住所等の調査 

   ③支払い方法等の相談業務 

   ④債権者等からの入金に係る業務 

   ⑤「死亡債権」等、保証人や相続人への回収業務 

   ⑥居住住所等現地調査業務 

   ⑦当院職員への未収金対応指導 

 （２）委託する債権 

   委託する債権は、医療費に係る未収金のうち、以下の①～⑤を除く債権とする。 

なお、委託後に①～⑤に該当することとなった債権については、委託債権から除外する。 

①訴訟等の法的措置を実施している債権 

②診療内容等により債権者又は連帯保証人等が支払いを拒む意思を明らかにしている



債権 

③破産・免責となった未払者に係る債権 

④分割納付中又は支払い方法等について相談中の債権 

⑤その他病院で督促・回収を行うと判断した債権 

 （３）委託する時期 

    契約期間中において、市立福知山市民病院及び、市立福知山市民病院大江分院がそれ

ぞれ必要と判断した時期に各担当者が行う。 

 （４）委託業務実施報告業務（報告書の作成）について 

    月末時点において、市立福知山市民病院及び市立福知山市民病院大江分院のそれぞれ

に対して、債権者ごとの入金状況や対応状況を翌月１５日（当該日が土・日曜日又は祝

日の場合は前平日）までに報告すること。 

    また、その他必要な事項についても適時報告すること。 

 （５）業務責任者及び業務担当者の報告 

    委託者及び受託者は契約締結後速やかに業務責任者及び業務担当者を定め報告する

ものとする。 

 

６．委託料について 

   委託者は委託した債権のうち、受託者が回収した金額に成功報酬の割合（成功報酬率）

を乗じ、消費税及び地方消費税相当額を加えた成功報酬額を２期に分けて支払うものとす

る。受託者は９月末日及び、３月末日でその間の成功報酬額を請求するものとし、委託者

は契約に基づく適法な請求書を受領した日から３０日以内に支払うものとする。 

   なお、委託料には、本業務を遂行するために必要な設備、人材、機材等を準備するため

の費用及び付随する事務費その他一切の諸経費を含めるものとする。ただし、別途実費が

必要な場合には、委託者と受託者とが協議して定めるものとする。 

 

７．契約解除・更新時における業務引き継ぎ 

   契約解除や契約更新時において競争入札等の結果、異なる業者が本業務を履行する際、

受託者は新規業者に対して完全に業務を引き継ぐこと。 

 

８．その他 

 （１）本仕様書に記載のない事項及び疑義が生じた場合は、受託者は委託者と十分協議して、

決定するものとする。 

 （２）その他本業務を遂行する上で必要な事項は、契約締結前及び契約締結後、随時、両者

協議の上、決定するものとする。 

 （３）受託者は、本委託業務で知り得た内容については、「個人情報の保護に関する法律」及

び「福知山市個人情報保護法施行条例」に基づき、適切な管理を行い、委託期間及び委

託期間終了後においても第三者に漏らしてはならない。 


